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「七島いを裂く」：写真上

　刈り取った七島いを半分に裂く風景です。裂く

にはワキダイという針金を張ったものを使います。

杵築では毎年 7 月に行われる天神祭りが終わると

この作業が始まり、子供は学校に行く前に裂きを

手伝って登校しました。

　

「乾いた七島いを運ぶ」：写真下

　乾燥させた七島いを運ぶ風景です。奈多海岸な

どの砂浜がもっとも良い干し場でした。車のない

時代はオオコという竹の両端に七島いを下げて運

んでいました。雨に濡れると黄色く変色してしま

うためとても気をつかう作業でした。

２ 杵築七島いの歴史



１４

『町役所日記』（杵築市立図書館）

(1) 杵築藩の栽培奨励と課税
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　寛文 3 年（1663）、時の杵築藩主松平英親によって栽培を奨励された七島いは急速に広がり、二代

重栄の治世には 41 ヵ村、三代重休の頃には国東半島地域の 82 ヵ村に及びました。

　杵築藩の栽培面積がわかる最初の記録では、天和 2年（1682）に「七島田御領分中畝数 59 町余有之」

とあります。この面積からおよそ 23,600 束の七島莚が栽培できたと推定されます。その後の生産量

に関する記録では、宝暦 7 年（1757）52,711 束、享和 2 年（1802）91,783 束、安政 3 年（1856）

114,000 束と増え続け、およそ 180 年間で約 5倍になっています。

　杵築城下町の出来事を記録した『町役所日記』によれば、杵築藩では、指定された商人しか七島莚

を商うことができない指定問屋制という方法で七島莚の商売が行われていました。藩はこの指定問屋

に税をかけ財源としました。指定問屋になるには莚株がいり、「御礼金」を納める必要がありました。

その後も毎年「御礼」銀 25 貫と「莚運上」銀 25 貫がかかりました。さらに港から出荷する場合は、

莚一束（10 枚）に対して銀 5 分の税が徴収されました。これらで得た財源は、参勤交代の費用など

にあてられるなど、藩の経済を救いました。
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６
０
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れ
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杵築七島いの歴史　１５

『広益國産考』（大阪問屋水上商いの図）

幾度も行われる品質統制

人口変動と七島い
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　各地から集積された七島莚は守江港から大阪

に運ばれ、日本各地へ送られました。藩は、豊

後表の品質を守るため、享保 19 年（1734）から

度々、品質統制を行いました。天保 8 年（1832）

には、「青莚仕法十七か条」を発布し、青莚の密

売を禁じ、一束ごとに織主の名前を書き入れさ

せ、運上を定額制から一束につき銀 6 分の束別

制にして統制を強めていきました。

　1721 年の杵築城下町の人口は、およそ 1239 人

でした。その後、1861 年には 1729 人に増加して

います。一般的に近世の城下町の人口は幕末に近

づくにつれて減少するといわれていますが、杵築

藩では逆に増加しており、その背景には七島いの

生産増加が関係していると考えられます。人口が

伸びた 1786 年から 1831 年の前には七島いの生産

量が急速に伸びています。

　杵築藩の石高は 3万 2千石ですが、七島いのお

かげで 10 万石に近い財を持っていたといわれてお

り、活気のある城下町だったと推定されます。

杵築城感知の人口変動
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。

杵
築
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郎
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莚
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(2) 七島莚の集積地ー杵築ー

 明治維新後、藩による統制がなくなると再び品質が低下したため、大分県が代わって豊後表の信用

回復に努めました。県は明治 17 年（1884）「青莚取締準則」を公布し、生産者と商人の自助努力によっ

て生産拡大と価格の暴落を防ぐように指導しました。そのため、翌 18 年に東国東郡、速見郡、大分

郡の生産者と商人は「青莚取締申合規則」をつくり、買場・移出・売場先・船積などの取り締まりを

行う青莚取締会所を杵築に設置し、活動の中心地としました。これによって次第に品質が向上し、生

産高も増加しました。

　大分県による七島いの作付面積の統計を見ると、明治 28 年頃から浮き沈みを繰り返しながら徐々

に作付面積が増加し、大正 14 年に最大面積に達します。これは、明治 21 年頃から青莚と合わせて、

花莚が導入されたことによります。

明治大正期の七島いの作付面積（ha）
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（大分県藺業指導所資料）
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使
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、
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。
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落
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。
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日
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。
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。
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３
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震
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。
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。
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同
左
年

杵築七島いの歴史　１７

世界に広まる花莚

花筵及び七島工芸品（大分県農林水産研究指導センター）

「明治二十一　二十二年　指令留」
（大分県公文書館）

七島いの銀行―青莚銀行―

　七島いの集積地としてさらに発展し続けて

いた杵築では、七島いのための銀行がありま

した。

　青莚業は代金が手許に入るまで月日を要し

たため、多額の資金を必要としました。しかし、

杵築には銀行といえるものがなく、これを供

給するために、明治16年、七島いに関わる問屋・

仲買人・生産者による青莚銀行が設立されま

した。大正 6 年には、大分銀行に合併し、杵

築支店となりました。

　七島いを染色して織った畳表を花莚といい

ます。これは明治 16 年頃に中国の技術を習得

したものです。明治 22 年に開かれたフランス

の万国博覧会で銅賞となり、その後もアメリ

カのセントルイスで開かれた世界博覧会では

銀牌賞、アラスカのユーコン太平洋博覧会で

は金牌賞などに入賞し、瞬く間に世界に広が

りました。

せい　えん　ぎん　こう

はな　むしろ



(3) 戦時統制と七島いの衰退
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貨

物
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和
１
２
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１
９
３
７
）

農
業
試
験
場
に
よ
る
七
島
藺
苗
配
布

事
業
開
始
。

昭
和
１
７

（
１
９
４
２
）

い
製
品
等
配
給
統
制
要
綱
を
発
布
。

昭
和
２
０

（
１
９
４
５
）

戦
時
中
七
島
藺
試
験
地
を
一
時
閉
鎖
。

昭
和
２
４

（
１
９
４
９
）

青
表
の
統
制
撤
廃
。

昭
和
２
８

（
１
９
５
３
）

杵
築
市
仲
町
で
第
一
回
半
自
動
織
機

展
示
実
演
会
開
催
。

昭
和
３
０

（
１
９
５
５
）

七
島
い
早
期
栽
培
普
及
。

青
筵
神
社
が
城
山
に
建
立
さ
れ
る
。

昭
和
１
１

（
１
９
３
６
）

県
青
莚
検
査
規
則
を
発
布
。

七
島
い
の
栽
培
面
積
、
昭
和
年
代
で

最
高
を
記
録
。

昭
和
１
０

（
１
９
３
５
）

１８

　昭和 8 年（1933）、七島いの販売名称を「豊後表」から「大分青表」に改め、大分県のさらなる特

産品とするため、杵築に七島い専門の試験場が設立されました。栽培面積は大正 14 年のピーク時か

ら昭和 10 年頃まで高い水準を維持し、青表は日本国内だけでなく、朝鮮・中国・アメリカ・オース

トラリアにまで輸出されました。しかし、昭和12年の日中戦争の影響により大きな打撃をうけました。

七島いの販売ルートは統制下におかれ、県が指定した販売者へ、定められた価格で出荷されました。

戦時中、青表を扱う県下 42 の全ての個人商店が企業合同により閉店し、再開したのは昭和 23 年以

降でした。戦後 371ha まで激減した作付面積は、昭和 32 年までに 1516ha まで回復しましたが、昭

和 40 年頃には、住宅の洋風化、鉱山の閉鎖、養蚕の縮小、柔道畳のビニール化、中国産い草の流入

などさまざまな要因が重なり、急速に栽培面積が減少しました。その後も減少は止まらず、平成 15

年に杵築市内での七島い栽培が途絶え、340 年余りの杵築における七島いの歴史に幕が下りました。
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面影を残す青莚問屋街

森久商店（蛇の目商店）の七島倉庫

昭和 63 年頃の藺業試験地
（大分県農林水産研究指導センター）

七島い農業試験場

　昭和 8 年（1933）、杵築市南杵築に、七島い

を県の特産としてさらに発展させるために、

専門的に研究する大分県農業試験場七島藺試

験地が創立されました。ここでは栽培技術の

向上、加工の機械化、省力化、品質の改良な

どが行なわれました。

　試験場は、平成 12 年に廃止され、建物も解

体されてしまったため、残念ながらその面影

を見ることはできません。

平
成
１
２

（
２
０
０
０
）

県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
杵
築
試
験
地

廃
止
。

昭
和
３
３

（
１
９
５
９
）

七
島
い
栽
培
面
積
戦
後
最
高
を
記
録
。

昭
和
４
０

（
１
９
６
５
）

七
島
い
高
性
能
自
動
分
割
機
完
成
。

七
島
い
栽
培
面
積
１
０
０
０
ｈ
a

を

割
る
。

昭
和
４
２

（
１
９
６
７
）

七
島
い
う
ら
き
り
機
開
発
。

昭
和
４
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（
１
９
７
４
）

畳
表
の
日
本
農
林
規
格
、
立
法
化
。
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１
９
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）

藺
業
指
導
所
を
県
農
業
技
術
セ
ン
タ

ー
試
験
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に
組
織
改
正
。
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」
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成
。
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の
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い
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え
る
。
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国
東
半
島
宇
佐
地
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が
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界
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業
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に
認
定
さ
れ
る
。
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成
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（
２
０
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１
）

く
に
さ
き
七
島
藺
振
興
会
発
足
。

　集荷・移出の中心地となった杵築には、地元

問屋だけでなく、東京の西川甚五郎商店（明治

22 年）や大阪の森久商店（蛇の目商店）（明治

24 年）などが現在の杵築市城山区六軒町に支

店を開きました。その他にも吉見商店（植木文

蔵商店）、熊代商店などの青莚問屋が軒を連ね

ており現在もその面影を残しています。

杵築七島いの歴史　１９

せ い  え ん  と ん   や   が い


